
１．万有引力

���　万有引力の法則
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���　万有引力と重力の関係

　①　重力＝万有引力＋遠心力
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���　円軌道

　①　円軌道は等速円運動として解く

　②　円軌道速度　Y＝)
*0

5
　　高さKの軌道速度　Y＝5)
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　③　質量0とPの共通重心の周りを回る天体の運動は，天体間距離をP�0に内分する

　点が重心である。

���　ケプラーの第一法則

　①　惑星は太陽をひとつの焦点とする楕円軌道を描く

　②　楕円上の点から各焦点をつなぐ線分の和は長径と等しい

　③　平均半径は長半径と等しい

　④　楕円の面積は　SDE

���　ケプラーの第二法則

　面積速度は一定である。　
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UY＝一定　（数Ⅲ必要）

���　ケプラーの第三法則　
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　②　周期は楕円の形に関係なく軌道長半径のみで決まる。

���　万有引力による位置エネルギー
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　②　8 PJKとは基準が異なる。①②は同じであることが証明できること。

���　楕円軌道必殺技、

　①　ケプラーの第二法則　UY 5X　　　

　②　エネルギー保存則　
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　③　周期が関係するときはケプラーの第三法則

���　脱出速度

　　脱出速度　Y )
�*0
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　　　円軌道速度の(�倍である。

●　対策

　�　円軌道は円運動として解く。

　�　公式誘導の後、楕円軌道は楕円軌道必殺技で解く。

●　基本問題集対象問題　��～��

●　証明問題集対象問題　��～��

●　セミナー対象問題　���～���

●　重問対象問題
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)��　しおり　万有引力


